
第 16 回ヨコハマＲ
リデュース

委員会 議事録 

日時：平成 29 年 11 月 27 日(月) 

14：00～15：30 

場所：松村ビル本館地下１階会議室 

出席委員：19 名 

 
１ 開会あいさつ（３Ｒ推進課長） 

早いもので、４日後には 12 月ということで今年も残り１か月となった。資源循環局では来年度の予算

編成や今年度で期間が終了する３Ｒ夢プラン第二期推進計画の次の計画の検討などを進めている。次の

第三期推進計画の策定にあたっては、皆様にもご意見をうかがう機会もあるので、その際はよろしくお

願いしたい。さて、本日の議題のなかでも説明するが、Ｒひろばホームページの魅力アップや食品ロス

を削減するための使い切りレシピの作成と活用、10 月１日に開催した食品ロスを削減するためのシンポ

ジウム等、Ｒ委員の方々のご協力をいただきながら取り組みを進めている。それも市民・事業者・行政

それぞれの異なる立場からご意見やアイデアをいただける、この委員会あってのことだと思う。本日も

異なる様々な分野の皆様が集まる貴重な場で、ご意見やアイデアをいただきながら連携も見据えて意見

交換をしていければと思う。 

 
２ 委員長あいさつ（委員長） 

大変落ち葉の美しい季節となった。落ち葉を見ると、「これを誰が掃除するのだろう、ごみとなりどう

するのだろう」などと思ってしまう。ごみの問題は生活と密接であり、生活の彩や楽しさと結びつけな

がら、なるべく資源は大切にしてごみを労力のかかるものと見ないで我々の生活の一部という気持ちで

過ごしたい。この委員会は和気あいあいとしている。（会議室の机の配置で）だんだん距離が遠くなって

きているが、気持ちは熱く活発な議論ができればと思う。 

  
３ 議事 

（１）委員の改選について 

   事務局より交代のあった委員と、代理としてご出席の委員を紹介。 

   本人から一言ずつあいさつ。 

 

（２）ヨコハマＲひろばに寄せられた提案に対する回答（報告）について 

・事務局より資料１のとおり説明。 
・提案をいただいたのは約３年ぶり。 

 
【主な質疑応答・意見】 
委員長：事務局対応で問題ないと思う。 

  全委員：特に意見なし。 

 
 

（３）ヨコハマＲひろば魅力アップ検討会中間報告について 

・事務局より資料２のとおり説明。 
・前々回、前回の会議でいただいた意見を踏まえて、少人数の委員からなる検討会を立ち上げ、

検討した内容についての中間報告。 

 

【検討会参加委員からの発言】 



・Ｒひろば本来の目的に立ち戻って、より良い提案を考えている。 
・すでに横浜市ではフェイスブックを運用している実績があったので、リデュースというテー

マで各業界団体や事業者、市民が活動している内容をうまく発信することができれば、もっ

と活性化できるのはないか、横浜市の環境施策も推進できるのではないかと思う。 
・（Ｒひろばが）より多くの人に活用され色々な人に知ってもらい、興味関心がある人だけでな

く関心のない人にも知ってもらうためにどうすればいいのかを考えている。さきほど３年ぶ

りに提案が寄せられたと報告があったが、ホームページやフェイスブックを通じてもっとた

くさん（提案が）出てくると良い。 
 ・委員のなかでフェイスブックやっている方は何人くらいいるのか？（挙手・・半分くらい）。 
  ホームページはカタログに近く見に行かないと情報はつかめない。能動的に発信していくに

はＳＮＳの発信力を使うのが良い。 
・フェイスブックでの発信のポイントは、人格と共有（シェア）。その人がどの情報をどのよう

に発信しているのか、（ただ情報だけの発信ではなく）そこに人格や人間味があると面白い発

信になる。その人が、あるニュースにコメントしている内容が面白いから共有（シェア）し

ようとなる。 
・この情報発信のシステムを上手く使っていくには、できれば委員の方もフェイスブックを始

め、委員間で充実させていけばどんどん広がっていくのでは。ぜひ次回開催予定の３月まで

には多くの委員の方が始めてもらえれば。 
 

【主な質疑応答・意見】 
委員長：（フェイスブックを始めるのは）敷居が高いと感じる人もいる。フェイスブックが難

しいという人には、どうすればうまく情報発信できるか。 
委 員：参加されるのがベストだが、（パソコンやスマホなどで）検索してフェイスブックペ

ージのみ見てもらうこともできる。Ｒ委員の投稿方法としては、まずはメール等で

内容を事務局に送ってもらい事務局がアップすることを考えている。 
委員長：審議事項なので、このような形（中間報告の内容）で進めていいか。 

 全委員：異議なし。 

 
（４）委員による活動紹介 

   ア 委員より「生活協同組合ユーコープの取組事例の紹介」（資料３）についての発表 

・今年の３月 21 日に大和市の中央林間にリサイクルセンターが完成した。この施設では、神

奈川・静岡・山梨エリアの宅配センターで集めた資源とリサイクル品を集約して異物除去・

圧縮・梱包を行っている。 

・このリサイクルセンターを作った目的は４つあり、一つ目は回収したリサイクル品を売却

し企業として収益力を高めること、二つ目は事業活動で出る廃棄物の一部をリサイクルす

ることで資源に変え廃棄物の排出量を削減すること、三つ目は古紙類の委託業者のルート

回収の戻り便を活用することで運行車両を減らしＣＯ２を削減すること、四つ目は分別作

業を障がい者に担っていただき、働く場の創出、社会参加を促し地域社会へ貢献すること。 

 

・お買い物メモの回収を進めているがまだ半分程度。これでも１年間で 7366 万個のトイレッ

トペーパーができる。もっと回収できるよう発信していきたい。 

 

【主な質疑応答】 

委 員 長：大変よい施設だが、全国のコープでやっているのか。 
委  員：ユーコープが先進的だと思う。 



委 員 長：組合員にならないと参加できないのか。 
委  員：そのとおり。 

 委  員：施設の見学はできるのか。 
 委  員：ホームページから申し込みできる。 

      
   イ 委員より「阪神阪急百貨店の取組事例の紹介」（資料４）についての発表 

     ・百貨店なので過剰包装になることも多いが、業界として簡易包装を進めている。 

     ・お客様のニーズによって簡易包装を選択するスマートラッピングキャンペーンや夏場のみ

だがスマートクールバッグを販売している。阪神阪急百貨店全店では 1,500 個販売した。 

     ・百貨店は商品券など紙が大量に回収されるので、トイレットペーパーに再生している。 

     ・都筑阪急が入っているモザイクモール港北では施設内にリサイクルセンターを設置してお 

り、生ごみ処理機、発砲スチロールの溶解炉を所有している。資源再生率は 65％。 

       

【主な質疑応答】 

委  員：スマートクールバックはデザインも素敵だが、１個 500 円で販売して採算はと 

れるのか。 

委  員：百貨店協会で作ったものを阪神阪急百貨店が買い取っている。かなり大きい規 

模で一括製造しているようなので問題ないと聞いている。 

委  員：生ごみ処理機が興味深い。減容率が 100 パーセントで残渣を残さないとあるが、 

投入するごみに制限、制約はあるのか。 

委  員：投入するごみは事前に精査している。具体的な内容については分からないが、 

この生ごみ処理機は多くの導入実績があると聞いている。 

 委  員：百貨店の取組は非常に興味がある。過剰包装についてどうするかは贈答品など 

もあり難しい問題だが、この委員会は市民委員と事業者委員がいるので意見交 

換するには良いテーマではないか。他に百貨店業界として今後の取組の展開で、 

お話できることはあるか。 

 委  員：難しい質問。過剰包装もお客様のニーズによるところもある。おせちなどのお

重を次回使いまわしてもらうなど、すぐに（効果がでる）とはならないが地道

な取り組みをしていく。 

 

   ウ 委員より「びんリユースシステム横浜モデルについて」（資料５）についての発表 

     ・びんリユースシステムの進捗報告。「神奈川青みかんのしずく」という商品をリユースびん

で発売することになった。今年はびんの回収を考えてクローズマーケットで展開していく

ので、店舗向けとして（お酒などの）割りものを入れるびんとして使う。明日、試飲会を

行うので興味のある方はぜひ参加してほしい。また 12 月 10 日に開催の環境絵日記展では

即売会も行う。 

     ・環境絵日記展の案内。今年の目玉は小型家電回収で、資源循環局協力のもと、2020 年のオ

リンピックに向けて「都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェクト」に参加する。 

 

     ・Ｒ委員会とは直接関係ないが、横浜市ＥＳＤ推進コンソーシアム※で、横浜市資源リサイク

ル事業共同組合と教育委員会が連携し、子供たちに向けてモデルケースとしてプログラム

を実施した。 

      ※横浜市教育委員会が代表団体となり、市内に於けるＥＳＤ（持続可能な開発のための教

育）の推進のため、市内のユネスコスクールやＥＳＤ推進のモデルとなる学校を支援す

るための組織。 



 

【主な質疑応答】 

委 員：このペットボトルから繊維を作る実験は学校でしかできないのか。大人にも地区な 
どでこの実験を見せてやりたい。 

事務局：この実験は収集事務所が各地域や学校での出前講座で行っているもの。すべての収 
集事務所で対応はできないが個別に相談させてほしい。 

 

４ その他（情報提供等）（事務局） 

 最近の資源循環局の取組から４点を紹介。 

  ・まるごと旬野菜使い切りレシピ集２秋夏編の完成報告（リーフレットを席上配布） 

今回もこのＲ委員のご協力を得て８月に完成し、各区役所等で配布中。また、前回に続いてイト 

ーヨーカドー立場店でこのレシピ集を使ったイベントも開催した。第三弾は地産地消の要素を入 

れて現在制作中。来年２月に完成予定。 

  ・「世界食料デー」月間 2017 キックオフイベントシンポジウム in 横浜について 

   （リーフレットとイベントレポートを席上配布） 

   定員 200 名のところ 305 名の参加があり盛況だった。このシンポジウムには藤乗委員にご登壇い

ただき、株式会社セブン＆アイホールディングスの食品ロス削減に向けた取組を発表していただ

いた。また、関連イベントで映画の上映会も行っており、２月 22 日に戸塚で上映会を行う予定で、

詳細決まり次第、皆様にもご案内する。 

  ・横浜Ｆマリノスと連携したチャレンジ・ザ・フードロスについて（資料６） 

  ・横浜市 食の３Ｒきら星活動賞について（資料７） 

 

５ 閉会あいさつ（政策調整部長） 

今回、初めてご出席いただいた委員からのご報告ありがとうございました。また、Ａ委員からはいつ

も熱いご報告ありがとうございました。前回の会議のあと、委員長と副委員長からＲひろばのリニュー

アルについて「もっとスピード感を持ってやらないと」と叱咤激励をうけた。我々も気合を入れなおし

て検討会を立ち上げ、委員の方にご参加いただき検討してきた。今後も何を発信していくかを皆様にし

っかりご相談させていただきながら進めていきたい。今年度中には必ず形にすることを目標に頑張って

いく。事務局から我々の取組の報告があったが、シンポジウムでは委員のご協力ありがとうございまし

た。報告の中では食品ロス関係の話題が多かったと思う。今、やはり社会を賑わしているのは食品ロス

をどうするのかということ。我々も舵を切って（食品ロス削減の）施策・取組を進めている。このよう

な取組の情報は、早めに皆様にご紹介してご参加いただけるようにしていきたい。 



第 16 回 ヨコハマ Ｒ
リデュース

委員会 

  

日時：平成 29 年 11 月 27 日(月) 
 午後２時から 

場所：松村ビル地下１階会議室 

 
 

次    第 
 

１ 開会あいさつ 

 

２ あいさつ 

 

３ 議事 

（１）委員の改選について 

 

（２）ヨコハマＲひろばに寄せられた提案に対する回答（報告）     【資料１】 

 

（３）ヨコハマＲひろば魅力アップ検討会中間報告について       【資料２】 

 

（４）委員による活動紹介 

   ・生活協同組合ユーコープ様の取組事例の紹介          【資料３】 

・阪神阪急百貨店様の取組事例の紹介              【資料４】 

   ・びんリユースシステム横浜モデルについて           【資料５】 

   ・その他   

  

４ その他（情報提供等） 

・まるごと旬野菜使い切りレシピ２夏秋編の完成報告と第三弾進捗状況について 

・「世界食料デー」月間 2017 キックオフイベントシンポジウム in 横浜について 

・横浜Ｆ・マリノスと連携したチャレンジ・ザ・フードロスについて 【資料６】 

・横浜市食の３Ｒきら星活動賞について              【資料７】 

 

５ 閉会あいさつ 

 

（終了予定） 

 

次回会議は来年３月開催を予定、詳細は別途ご連絡いたします。 

※場所は、松村ビル地下１階会議室 



ヨコハマ Ｒ
リデュース

委員会への提案

（提案者自らが新たな取組を実施していくことを前提とした提案）

テーマ 商品パッケージにある広告枠へ協賛企業募集の支援 No. 29―Ａ1 

提案者 中区 男性 提案日

完結日

平成 29 年９月 25 日 

平成 29 年 10 月６日

【要旨】

様々な理由で出荷されず廃棄されている横浜産小松菜を使用したレトルトカレーの

商品パッケージにある広告枠へ協賛企業募集の支援をしてほしい。

【内容】

・提案者が代表者を務めるＮＰＯ法人が企画し発売予定の横浜産小松菜を使ったレト

ルトカレーのパッケージ裏面に広告枠を設けており、協賛企業を募ることで運転資

金の財源としたい。

・この広告枠へ協賛企業の募集支援や３Ｒ夢パートナー登録事業者を紹介してほし

い。

【対応】

 一企業または一団体が取り扱う特定商品への直接的な支援は行っていないことから、

Ｒひろば支援対象外として事務局から回答済です。

【資料１】



平成 29 年 11 月 27 日 

 

ヨコハマＲひろば魅力アップ検討会 中間報告 

 

１ ヨコハマＲひろば魅力アップ検討会について 
(1)  趣旨 

「ヨコハマＲひろば」を多くの方に活用される魅力のある仕組みにしていくために、現在のホ

ームページの改修、新たな情報発信の方法などについて検討する少数のＲ委員からなる検討会を

スタートしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)  参加委員 

 

 

 

 

２ これまでの経過 
(1)  第一回検討会の内容（開催日時：平成 29 年９月 13 日（水）） 

・関心のない層に伝えるには、ホームページでは限界があるのではないか。 

・ホームページは、「情報が揃っている」「正しく伝える」などの受け身の要素と「発信」とい 

 う能動的な要素があり、今回の議論ではＲひろばの発信力を強化したい。 

・現ホームページは情報を得る場として残し、発信ツールとしてフェイスブックで仕掛けていく 

のはどうか。 

・フェイスブックの欠点は「情報が流れていくこと」と「検索できないこと」。ホームページと 

 の連動がよい。 

・フェイスブック開設に費用は掛からない。３月のＲ委員会までに開設してテスト発信はできる。 

・フェイスブックはあくまでツール（道具）であり、発信する中身（コンテンツ）が大事である。 

・現ホームページは、トップページのレイアウト変更等の小改修に留める。 

・平成 30 年から市の公式ドメインに移行することになり、ホームページアドレスが変更に 

なる。 

 

 

市 民 委 員 副委員長、Ａ委員、Ｂ委員 

事業者委員 Ｃ委員 

事 務 局 Ｄ、Ｅ、Ｆ 

 
誰もが見たい・活用したい・面白いと思えるホームページ 

① 情報発信力があるホームページ 

② 誰でも情報共有できる場（誰でも参加できる） 

③ 市民の皆様が提案・相談できる場（ヨコハマＲ委員会） 

④ 事業者・団体の皆様がＰＲできる場 

「ヨコハマＲひろば」の目指す姿 



(2) 第二回検討会の内容（開催日時：平成 29 年 10 月 18 日（水））

・フェイスブックへの投稿は市の職員となるが、Ｒ委員も投稿できる仕組みや投稿内容の基準

を作る必要がある。

・まずは、現ホームページで配信しているブログ更新のお知らせや旬野菜レシピ、資源循環局で

今年度制作した横浜Ｆ・マリノス選手と連携した啓発動画を投稿していくのはどうか。

・投稿内容のアイデアとして、リデュースに関するニュース等の記事を集めた投稿や食べきり

協力店・マイボトルスポットの紹介、市民委員の活動報告、３Ｒ夢パートナーの取組紹介の

案がでた。これから具体的に検討していきたい。

・語り手としてマスコット（イーオ）を活用するなど、ただの情報発信ではなく、面白さも必要

である。

・現ホームページのトップページは、もう少しイラストを増やすなど、分かりやすいトップペー

ジにしたほうがよい。

 ・フェイスブック開設に伴い、現ホームページのトップページをスマートフォン対応に改修した

ほうがよい。 

３ 中間報告まとめ

(1) フェイスブックを活用した情報発信

・フェイスブックを中心とした運用を行っていきます。

・発信内容については、単なる情報発信に留まらないＳＮＳの特長を活かしたさまざまなアイ

デアの検討やＲ委員誰もが投稿できる仕組みづくり等を第三回検討会で行っていきます。

・来年２月にフェイスブックを開設しテスト発信を開始します。

(2) 現ホームページ小改修の実施（別紙資料参照）

・トップページの改修（レイアウト変更、イラストを増やす、スマートフォン対応）

・取組紹介コーナーに「まるごと旬野菜レシピ集」ページを新規作成

・イベント登録ページの文言の工夫

以上の内容について、具体的な改修内容は第三回検討会で検討し今年度中に改修を完了します。 

４ 今後のスケジュール

平成 30 年２月中旬 フェイスブック開設・発信開始、現ホームページ改修案確定 

第三回検討会開催 

平成 30 年３月下旬 第 17 回委員会で最終報告 



現ホームページ小改修の実施内容について 

(1)トップページの改修（レイアウト変更、イラストを増やす、スマートフォン対応）

トップページを「ブログ・３Ｒ夢パートナー・サポーター登録・取組のご提案やご相談」がメインとなる

ようレイアウト変更を行います。また、イラストを多用し分かりやすくするとともにスマートフォン対応の 

改修を行います。 

【参考】現在のトップページ 

【資料２（補足）】



(2)取組紹介コーナーに「まるごと旬野菜レシピ集」ページを新規作成

(3)イベント登録ページの文言の工夫

イベント登録する時に表示される注意喚起ページの言い回しが硬いので、もう少し柔らかい表現を使い、

イベント登録を書き込みやすくします。

【参考】マイボトルスポットの取組紹介ページ 

【参考】現在の文言 



【資料３】





エイチ・ツー・オーリテイリング株式会社HPより、

グループ企業の取組みの中で、

㈱阪急阪神百貨店に関係のあるものを一部抜粋



【資料４】





【都筑阪急】が入っておりますショッピングセンターの【モザイクモール港北】内には「リサイク

ルセンター」が設置されています。各テナント、事務所等で発生する廃棄物は分別されてセン

ターに搬入されます。リサイクルセンターでは廃棄物を確認して分別します。主要な設備とし

て生ごみ処理機（処理能力500kg/日）1台、発泡スチロール処理機の熔融炉（処理能力50kg/

日）1台を保有しています。



■リサイクルセンター分別

■生ごみ処理機（ゴミサー）

■発泡スチロール処理機の熔融炉ゴミサー

生ゴミを機械にいれると、バクテリアの働きにより、水と炭酸ガスに分
解し、消滅処理します。減容率100％で、残渣を残しません。分解され
た水は、下水道に排水します。環境に負担をかけずに、安全に衛生的
に生ゴミを処理できます。

発布スチロールは機械で溶解し、インゴット（かたまり）にしプラスチック
の玩具などに再生します。



2017年11月28日(火) 

13:00～16:00 

試飲会やるってよ! 
IN えにし吉田町店

アマンダリーナの青みかんがジュースになりました！

真夏に採れた青いみかんの爽やかな酸味を最大限に活かした味に  
仕上げるため、低温殺菌処理をしています。保存料など添加物は  
一切無添加。サワーの割ものやジュースとしてご活用ください。 

アマンダリーナの新商品
「青みかんのしずく」の
販売開始を記念して
えにし吉田町店様で
試飲会を行います 

し 

青みかんのドレッシング
で様々なメディアに取り
上げられ、ますます  
注目を浴びている  

アマンダリーナがてがけ
る青みかんジュース
是非この機会に 
ご賞味ください！ 

！ 

当日はお店ですぐに 
使える青みかんの   

レシピも
ご提案いたします 

企画・運営：横浜リユースびんプロジェクト  協力：えにし吉田町店 

地球に優しい
リユースボトル
でお届けします

【資料５】



 

 

 

 

 

資源循環局では、「食品ロスの削減」をこれからのごみ減量における最も重要な課題として取組を進

めています。このたびは 10月の３Ｒ推進月間を中心に「ヨコハマ３Ｒ夢（スリム）！」広報大使であ

る横浜Ｆ・マリノス様と一緒に、ポスターの掲出やＰＲ企画を実施し、市民の皆様に「食品ロスの削

減」を呼びかけます。 

１ 掲出期間 

  平成 29 年 10月１日～平成 30年３月 31 日 

２ 主な掲出場所 

・市内公立小・中・高等・特別支援学校（約 500 校）

・市内公共施設（市庁舎、区庁舎、スポーツセンター、地域ケアプラザ、

地区センター等）

・シーサイドライン新杉田駅構内（10月のみ）、シーサイドライン車内

・市営地下鉄新横浜駅構内（10 月 10日～23 日のみ）

・東急東横線横浜駅構内（10 月 18 日～24日のみ）

３ ポスターイメージ 

※イメージデータ提供を希望の場合は、裏面の連絡先へお問合わせください。

平成 29 年９月 29 日 
資源循環局３Ｒ推進課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

チャレンジ・ザ・フードロス
横浜市資源循環局 × 横浜Ｆ・マリノス 

「ヨコハマ３Ｒ夢
ス リ ム

！」広報大使 

横浜市の家庭から年間約 87,000トン排出される「食品ロス」への挑戦 
横浜Ｆ・マリノスの選手が呼びかける、食品ロス削減のためのエコ・アクション 

小学校掲出用 

中学校掲出用 
（MF10 齊藤学選手） 

公共施設・交通機関掲出用 
(GK21 飯倉大樹選手、FW17 富樫敬真選手、MF14 天野純選手) 

第１弾 「食品ロスの削減」をテーマとしたポスターによる呼びかけ

裏面あり

チャレンジ

【資料６】



１ 概要 

横浜Ｆ・マリノスの天野純（あまのじゅん）選手と富樫敬真（とがしけい 

まん）選手が、動画で市民の皆様に呼びかけます。 

２ 主な公開場所（予定） 

  横浜市ホームページ、市内各区役所、日産スタジアム 等 

１ 開催日時・会場 

平成 29 年 10月 14 日（土）11：00～14：00 日産スタジアム東ゲート広場、コンコース 

※横浜Ｆ・マリノスホームゲーム開催日（明治安田生命 J１リーグ第 29 節 大宮アルディージャ戦）

２ 概要 

「食品ロスの削減」をメインテーマとしたＰＲイベントを、横浜Ｆ・マリノス様のホームゲームの

試合会場で実施します。 

【 ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ
も っ た い な い

モザイクアート 】

 市民の皆様に食品ロス削減に関するメッセージをボード 

に書いていただき写真撮影します。写真は後日組み合わせ 

て１枚の大きな絵（フォトモザイクアート）に仕上げ、市 

内各所で展示・発信します。 

参加できる方 

・20 歳以上

（未成年は保護者の同伴または同意が必要です）

・作品や写真の展示およびＷeb 公開に承諾いただける方

※掲載後の画像削除のご要望にはお応えできません。

 参加いただいた方には、横浜市資源循環局×横浜 

Ｆ・マリノスのオリジナルコラボステッカー等を差 

し上げます。 

その他、展示・体験ブースの出展、キッチンカーなどの飲食店の店頭に「食品ロス削減」のＰＯＰ

を掲出、コンコースモニターで横浜Ｆ・マリノス選手出演の食品ロス削減ＰＲ動画を放映するなど、

来場者の皆様に呼びかけを行います。 

←ミーオとイーオもやってくる！ ぜひお越しください。 

へら星人 ミーオ（左） 

「ヨコハマ３Ｒ夢（スリム）！」マスコット イーオ（右） 

※なお、ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ(もったいない)モザイクアートの企画はこのイベントに限らず、横浜市 18 区に展開し

2,020 枚の写真を集める予定です。

お問合せ先 

資源循環局３Ｒ推進課長 江口 洋人 Tel 045-671-2563 

第 2弾 動画による呼びかけ

第３弾 PR企画「チャレンジ・ザ・フードロス」in日産スタジアム



【資料７】
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